





























































九は，初期労働生産性を Po，生産性の上昇率を C1 とすれば，
Pt=P。（1十c1)t c1>0 const. (1) 
であり，また，この設備を稼動するのに必要な労働量を ntとすると，
σ 
n一一一一t 九 (2) 
となる。後述の実質賃金率変動関数から決まる t期の実質賃金率を叫とする
と， Wt とt期に稼動される最古の設備の計画耐周期聞のとの聞には， A6
より次の関係が成立している。
Ptーのー 1孟wtくPt-Ot (3) 




N~ ＝ 2J n5 X5 (4) 
s-t-Ot 
となる。この N~ を計画労働需要量と呼ぶことにする。他方， t 期の労働供給
量は，初期労働供給量を Nt，労働供給増加率を C2 とすれば，
N~ ＝Nt(l十c2)f c2>0 const. (5) 
である。ところで，（引で決まる N~ が（5）で決まる N：を下回る保証は全くな












現実に実現される耐用期間 otは Otとなる。。t=Ot (7) 
そして，現実に成立する実質賃金率を仏とすれば，






























の結果， N；を上回らない N~ をもたらすようなところまで耐周期間は短かく
なっていくであろう。そこで一応現実の耐周期聞が
t-1 t-1 




























































_ _ N~ －~ n5X5 
Xt＝σ宏 九十 三・t-fle- • aXt一石－1ー らぷ





以上の体系で未知数は， nt, Pt，。t• N~ ， wt> N~ ， Nt, 'ift，必t• Xt. (Ot) 
の10(11）個であるO 方程式は，失業の存在する時には（1）～ωの10本であり，
完全雇用の場合には（1）～（6)'(10), (1), (13），側，白ゅの11本であり，体系は完結








(1）～（10）から構成される Nt=N~ の時の体系は以下の 3 式に集約しうる。
P。（1十c1)t-Oi-1三Wtくれ（1+c1)tーの
σ2J Xs = wt2J nsxs十Xt
s=t-Ot s喧 t-Oi
r 〆2J nsxs 、
Wt+l =wtj (1十C1）十c3(s=t-Ot -cλi 
i I l t ヘNt(1 +c2)t 4) J 
但し
記l nsxs＝そら1 (1村 1）ーsxs





ここで，変数は， Wt,(Jt, Xtであり，初期条件，即ち， w。及び初期 vintage






Nt(l十C2Yー し c>O: const. 位自
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。t= 8*>0 const. 。
























σ2 Xs ＝加。（1十C1)t~ nsXs十円 (3) 



































































~~1 〔（1+c1）ーs｛吉川＋B刈 ＝c4Nt(1 +c2Y 
Pos圃 t-0* i圃 1
(4b) 
が毎期成立しなければならなし、。これを整理すると，
O* J 、γι1《nN,s O* 2J D；｛－竺L)＝。 －BLJ(1 +c2)-i 











































設備増加率の上限は σ となる。設備増加率が σの時の労働需要増加率はωより













































zノlit I :?t, Xt I 。＊ r, li μ 
σ ｜ 。 。 十 士
＋ ＋ 十 土 土












1 ｛｝キα－0*-l 1ー α－8*+1
Av・Ot= uコ~ = 1一α ＋ (1ー α）Z =const. 
2α－u 
(8）数学注（A）のFig.12からわかるように σ，CJ,Czが変化しても変化の程度が小さ



















σ＝0.45, c1=0.03, C2=0.02, c3=0.l, C4=0.8, P0=1, N~ ＝ l 
とすると， ωωより
。＊＝15, W~＝ O. 631593 
となる。設備 vintageは，。司，（38）より
X5 =0.138356×｛ (1+o.03) (1+o.02) }5
Ps=l×（l+O. 03)5 (s= -1, -2，ー 3，…，ー 20)
(50) 
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Fig. 4 


































?， ，??（）?? 。（?）?? ?）?? ?（ (5) ）???
15 I .45 I 32111 9 12 I .162 - 15519.2 5.71・88 . 671. 05 .0061 1 . 55
.151 ー.022
(1. 90) I (.317-. 243) I (3. 5) 
（注〕 (1）併 (2）σ (3）周期 （叫下降局面，回復局面，上昇局面の各長さ
（（上昇＋回復〉／下降〉 (5) G max. Gmin. (Gmαx.一Gmin.
(6) Av.fJc ma」z;.Av. fJc min. (Av. fJc max.-Av. fJc min.) (7) μmax.μ min. 
Nt Nt 
(8) Wt max. Wt min. (9）一÷max.一一千
J.'V t .J.V~ 
Table 2 
〔2) 初期 vintageと循環









(s= -1, -2，…，－20) 




















ω｜ω｜但）｜ (4) (5) (6) (7) (8) (9) 
9 32 11 9 12 .162 一.155 9.2 5. 7 .88 .67 .05 .006 1 .55 
（イ） .151 一.091
(1. 90) (. 317ー .242) (3. 5) 
19 32 11 9 12 .162 一.155 9.2 5. 7 .88 .67 .05 .006 1 .55 
（ロ） .151 一.092
(1. 90) (. 317一.243) (3.5) 
13 32 11 9 12 .162 ー.155 9.2 5. 7 .88 .67 .05 .006 1 .55 
かす .151 一.091
(1. 90) (. 317ー .242) (3.5) 













Parameter (1) (2) (3) (4) (5) (6) (7) 
σcl c2 c3 c4員下降 復回 昇上 gmax gmm Av.伽iaxAv.伽Jinμmax μmm wmax wmm 品N
No.1 .25 .03 .02 .8 47 14 9 24 .113 -.067 11.6 7.9 .80 .56 .05 .008 1 .58 
.112 -.040 
(2.36) ( .180-. 152) (3.7) 
No.2 .15 .03 .02 .8 70 4 4 62 .088 -.008 14.6 10.6 . 70 .43 .05 .010 1 .60 
.087 .004 
(16.5) (. 096-. 091) (4.0) 
No.3 .35 .03 .02 .8 37 12 9 16 .139 -.084 10.0 6.5 .85 .62 .05 .006 1 .56 
.130 -.072 
(2.08) ( . 223-. 202) (3.5) 
No.4 .25 .07 .02 .8 50 21 30 30 .143 .034 7.4 6.2 .62 .41 .09 .046 1 .56 
.141 .031 
(1.43) ( .112-.107) (1.2) 
No.5 .25 .05 .02 .1 .8 47 3 2 42 .132 -.09 8.8 6.8 . 72 .46 . 07 . 025 1 .5 
.131 
(14. 7) (. 222-. 221) (2.0) 
No.6 .25 .01 .02 .8 57 31 26 .046 .017 15.9 14.6 .83 .80 .0128 .08 .82 .7 
.041 .011 
(.83) ( .029-.03) (1.3) 
No.7 .25 .03 .05 .1 .8 50 3 13 45 .146 -.067 11.6 7.3 . 77 .44 .05 .004 1 .54 
(15. 7) (.233) (4.3) 
No.8 .25 .03 .o .8 45 15 12 18 .094 -.083 11.4 8.1 .82 .62 .05 .Oll 1 .61 
.088 -.055 
( 2) (.177-.143) (3.3) 
No.9 .25 .03 .02 .05 .8 56 16 7 33 .106 -.068 10.8 8.0 .79 .57 .04 .016 1 .52 
.105 -.030 
(2.5) ( .174-.136) (2.8) 
No.10 .25 .03 .02 .15 .8 44 12 8 24 .113 -.060 11.9 8.1 .80 .57 .06 .006 1 .64 
.111 -.052 
(2.67) (.173-.163) (3.8) 
No.11 .25 .03 .02 .2 .8 41 4 2 35 .095 -.012 10.9 8.5 .76 .62 .053 .013 .91 .71 
.091 -.008 
(9.25) ( .107-. 099) (2.4) 
No.12 .25 .03 .02 .7 50 14 15 21 .130 -.094 12. 7 7.4 .84 .62 .06 .005 1 .45 
.128 -.093 
(2.56) ( . 224-. 221) (5.3) 
No.13 .25 .03 .02 .9 45 16 29 .089 -.003 10.6 8.6 .75 .62 .04 .017 1 . 76
.086 .001 






























(iD 設備増加率でみた振幅は σ，Czが大きい程大きくなり， C4 が小さい程
大きくなる。











































































































































































































































































(i) g(8*), h(8＊）く0for 8*>0 
(i) lim g(8*) =lim h（θ＊）＝O 
GiD g(l）＝~ 
(iV) g(n十l)>g(n),h(n+l)>h(n) n：整数＞O















: : h(3) 
Fig 12 ｜白－句－－司－－：一－－－－－－－－！ －一一－丹－－十一 句 ω
: h(2) : '! - 0 g(3) 
! h(1) 













( i) 唯一正根 Aiをもっ。
(i) 唯一正根 Aiについて OくAiく1＋σが成立する。
(iD J.1以外のすべての特性根の絶対値は1よりも小さし、。
(iV) 重根をもたない。
( i) σ＞Oだから Descartesの符号律より正根は唯一である。
(i) J勺＋σ）＝l>Oだから，（i）より（i)が成立。
(iD 置塩〔4〕参照。
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